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お
よ
そ
平
安
時
代
末
期
の
十
二
世
紀
後
半
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
病
草
紙
に
は
、
関
戸
家
旧
蔵
・
現
京
都
国
立
博
物
館
等
蔵
の
国
宝
病
草
紙

は
じ
め
に

異
本
病
草
紙
の
伝
本
に
就
い
て

〔
要
旨
〕
平
安
時
代
末
期
の
十
二
世
紀
後
半
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
病
草
紙
に
は
、
異
本
病
草
紙
と
称
さ
れ
る
も
の
が
計
十

五
本
弱
、
写
本
で
伝
存
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
書
誌
や
成
立
、
伝
本
の
系
統
分
類
等
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り

研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
異
本
病
草
紙
の
成
立
と
伝
本
の
系
統
分
類
に
つ
き
、
考
察
し

た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
は
日
本
古
代
の
「
癒
狂
」
の
典
型
的
症
例
を
有
す
る
鎌
倉
時
代
以
前
成
立
の
略
本
系
統
諸
本

と
、
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
増
補
・
成
立
し
た
尋
常
で
は
な
い
、
下
賎
な
素
材
中
心
の
広
本
系
統
諸
本
に
二
大
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
の
一
部
に
は
、
典
拠
と
な
っ
た
症
例
も
文
献
的
に
渉
猟
さ
れ
得
る
。
本
研
究
は
、
こ
の
よ
う

な
異
本
病
草
紙
の
精
神
医
学
史
資
料
と
し
て
の
意
味
に
も
言
及
し
得
る
と
い
う
点
で
、
意
味
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
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古
代
日
本
、
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本
病
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、
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狂
、
写
本
系
統
分
類

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
七
巻
第
四
号
平
成
十
三
年
一
月
十
八
日
受
付

平
成
十
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理
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や
、
神
戸
・
香
雪
美
術
館
蔵
の
異
本
断
簡
の
他
に
、
「
異
疾
之
図
」
と
も
称
さ
れ
る
異
本
病
草
紙
が
あ
り
、
又
そ
れ
ら
と
は
全
く
別
個
に
江
戸

時
代
末
期
の
成
立
と
さ
れ
る
、
新
撰
病
草
紙
と
称
さ
れ
る
も
の
も
伝
存
し
て
い
る
。
こ
の
中
、
関
戸
家
旧
蔵
・
現
京
都
国
立
博
物
館
等
蔵
の

（
１
）
、
（
２
）

国
宝
病
草
紙
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
を
下
ら
な
い
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
「
異
疾
之
図
」
こ
と
異
本
病
草
紙
は
、

こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
を
合
わ
せ
る
と
、
現
在
、
計
約
十
五
本
の
写
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
図
様
の
出
入
り
や
伝
本
の
多
様
さ
と
相
俟
っ
て
、
こ
れ
ま
で
試
み
ら
れ
て
き
た
以
上
の
詳
細
な
文
献
学
的
考
察
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

ま
ず
、
こ
れ
ら
異
本
病
草
紙
の
伝
本
を
比
較
対
照
し
た
の
が
、
諸
本
配
列
対
照
表
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
異
本
病
草
紙
の
伝
本
は
ま
ず
、
十

（
３
）
（
４
）

三
図
か
ら
十
七
図
を
有
し
て
い
る
杏
雨
書
屋
本
と
東
京
国
立
博
物
館
乙
本
（
Ａ
脚
、
次
の
晴
川
本
の
識
語
の
一
部
を
欠
く
も
の
）
、
佐
野
み
ど
り

に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
晴
川
本
・
東
京
芸
術
大
学
乙
本
・
長
井
本
・
そ
の
他
の
略
本
系
統
と
、
大
略
三
十
五
図
前
後
を
有
し
て
い
る
他
の
広
本

系
統
に
二
分
類
さ
れ
得
る
。
そ
し
て
広
本
系
統
は
更
に
、
そ
の
図
様
の
出
入
り
や
配
列
順
序
に
よ
り
、
最
大
三
十
七
図
を
有
す
る
京
都
国
立

（
５
）
、
（
６
）

博
物
館
蔵
の
探
幽
縮
図
一
本
（
第
一
類
）
と
、
新
資
料
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
・
荻
野
篇
彦
ら
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
錦
小
路
家
本
、
そ
れ
に

諸
家
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
松
井
本
・
東
京
芸
術
大
学
甲
本
・
為
恭
本
・
柏
木
本
・
そ
の
他
の
第
二
類
、
そ
れ
と
識
語
を
持
た
な
い
新
資

料
の
国
立
国
会
図
書
館
本
と
佐
野
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
大
鳥
本
・
東
京
国
立
博
物
館
甲
本
の
三
本
（
第
三
類
）
の
計
三
群
に
下
位
分
類
さ
れ

得
る
。
表
中
の
各
番
号
は
、
佐
野
に
よ
り
付
さ
れ
た
探
幽
縮
図
の
各
図
様
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
又
対
照
表
に
も
見
ら
れ
る
如
く
、

各
系
統
・
各
群
内
で
は
小
異
は
あ
り
な
が
ら
も
相
互
に
類
似
、
共
通
し
た
各
図
様
の
出
入
り
や
配
列
順
序
が
指
摘
さ
れ
得
る
。
又
柏
木
本
・

そ
の
他
も
佐
野
に
よ
れ
ば
、
内
実
は
不
詳
な
が
ら
も
起
始
段
と
終
焉
段
か
ら
す
れ
ば
、
広
本
系
統
第
二
類
に
属
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
（

二
、
異
本
病
草
紙
の
伝
本
と
系
統
分
類

こ
の
よ
う
な
異
本
病
草
紙
の
伝
本
の
系
統
分
類
等
に
つ
き
、
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
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と
こ
ろ
で
広
本
系
統
の
国
立
国
会
図
書
館
本
を
は
じ
め
と
す
る
三
本
（
第
三
類
）
は
、
比
較
的
新
し
い
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
期
の
模

写
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
類
の
探
幽
縮
図
は
寛
文
年
間
頃
の
写
、
又
第
二
類
の
為
恭
本
と
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
も
寛
文
九
年
二
六

六
九
）
の
識
語
が
最
初
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
但
し
、
為
恭
本
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
転
模
写
本
の
由
、
又
早
稲
田
大
学
図
書
館

本
は
、
そ
れ
の
更
に
嘉
永
元
年
二
八
四
八
）
の
渕
潭
斎
守
純
に
よ
る
転
模
写
本
で
あ
る
）
。
又
錦
小
路
家
本
も
安
永
四
年
本
の
天
保
六
年
（
一
八
三

（
７
）

五
）
の
転
模
写
本
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
中
で
最
古
の
写
本
と
な
る
と
、
お
よ
そ
南
北
朝
期
頃
の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
略
本
系
統
の
杏

雨
書
屋
本
が
そ
れ
に
当
た
り
、
そ
の
享
和
四
年
二
八
○
四
）
と
い
う
識
語
は
後
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
（
東
京
国
立
博
物
館
乙
本
・
晴
川

本
は
更
に
文
政
四
年
二
八
一
二
）
の
、
又
長
井
本
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
三
の
転
模
写
本
の
由
が
見
え
る
と
さ
れ
る
）
、
そ
の
他
の
も
の
と
は
そ

の
意
味
で
は
一
線
を
画
す
る
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
又
こ
の
杏
雨
書
屋
本
に
は
「
異
疾
之
図
一
七
枚
」
と
い
う
記
載

も
存
し
て
お
り
（
晴
川
本
・
長
井
本
等
も
同
じ
。
東
京
国
立
博
物
館
乙
本
で
は
脱
落
）
、
略
本
系
統
で
も
そ
の
他
の
も
の
は
、
こ
の
原
本
と
も
言
う

べ
き
杏
雨
書
屋
本
が
後
に
そ
の
図
様
の
配
列
等
が
変
更
、
乃
至
は
脱
落
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
又
こ
の
杏
雨
書
屋
本
が
南

北
朝
期
頃
の
写
本
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
少
な
く
と
も
略
本
系
統
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
大
略
十
五
図
前
後
の
図
様
の
み
は
、
鎌
倉
期
頃

ま
で
に
既
に
成
立
し
て
い
た
と
言
え
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
の
他
の
広
本
系
統
の
三
群
は
、
そ
の
上
に
更
に
後
代
に
至
っ
て
か
ら
増

補
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
杏
雨
書
屋
本
に
見
ら
れ
る
十
七
図
と
は
、
１
屍
体
を
食
う
狂
女
、
３
婦
人
病
の
女
、
４
卵
巣
嚢
腫
の
女
、
６
眼
疾
の
男
と
治
療

す
る
老
女
、
９
陰
嚢
を
指
さ
す
男
、
喝
肥
満
の
女
、
Ｍ
背
中
に
膿
瘍
が
あ
る
女
、
咽
顔
面
に
瘤
の
あ
る
女
、
別
幼
児
の
鍼
治
療
、
躯
狂
人
と

屍
体
、
劉
壁
の
男
、
弱
女
の
胸
に
呪
い
を
書
く
僧
侶
、
妬
象
皮
病
の
女
、
”
口
の
無
い
男
、
鋤
背
中
に
瘤
の
あ
る
女
、
認
鼻
に
腫
瘍
の
あ
る

女
、
弧
腸
瘻
の
男
の
各
図
様
で
あ
る
。
こ
の
中
、
９
と
、
妬
、
”
の
三
図
は
東
京
国
立
博
物
館
乙
本
と
晴
川
本
に
は
な
く
、
東
京
芸
術
大
学

乙
本
に
は
あ
る
も
の
の
、
該
本
に
は
反
対
に
週
と
妬
、
躯
、
別
、
認
の
五
図
が
欠
脱
し
て
い
る
。
こ
の
中
昭
は
、
他
の
略
本
系
統
で
も
広
本

系
統
第
一
・
三
類
に
見
ら
れ
る
も
の
の
右
半
分
の
み
で
あ
り
、
広
本
系
統
第
二
類
で
は
、
そ
の
左
右
半
分
ず
つ
が
別
々
の
配
列
順
序
の
中
に
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対照表

松井本（常謝､!錦小路家本駕麗 国会本大鳥本東博甲本
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表1諸本配列
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Ｅ
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Ⅳ
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．
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．
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．
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Ｍ
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賂

図1

位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
元
来
は
大
き
な
一
図
の
古
い
療
養
所
風
景
で
あ
っ
た
も
の
か
と

（
８
）

思
わ
れ
（
図
１
）
、
略
本
系
統
諸
本
成
立
の
当
初
に
も
、
そ
の
左
半
分
は
或
い
は
既
に
伝
存
し

て
い
た
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
全
く
欠
い
て
い
る
東
京
芸
術
大
学
乙
本
は
、

そ
の
よ
う
な
成
立
事
情
と
も
関
係
し
て
い
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
咽
と
羽
は
と
も
に
顔

面
に
で
き
た
腫
れ
物
と
い
う
点
で
重
複
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
東
京
芸
術
大
学
乙
本

で
欠
脱
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
得
る
。
こ
の
こ
と
は
、
９
の
「
陰
嚢
を
指
さ
す

男
」
が
杏
雨
書
屋
本
と
同
様
（
図
２
）
、
東
京

な
お
羽
と
別
の
東
京
芸
術
大
学
乙
本
の
欠
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脱
は
、
単
な
る
誤
脱
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
又
略
本
系
統
で
唯
一
、
肥
の
「
下
痢
の
女
」
の
図
を
有
す
る
長
井
本
・
そ
の
他
の

一
本
は
、
佐
野
に
よ
れ
ば
起
始
段
と
終
焉
段
、
並
び
に
識
語
等
の
他
は
内
容
の
不
詳
な
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
、
こ
れ
ら
異
本
病
草
紙
の
略

本
・
広
本
系
統
諸
本
の
成
立
と
、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
に
つ
き
、
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

異
本
病
草
紙
の
中
で
い
わ
ゆ
る
「
癒
狂
」
の
症
例
と
し
て
佐
野
は
、
２
踊
る
僧
侶
、
８
ペ
ニ
ス
切
断
の
僧
侶
、
肥
炉
に
倒
れ
る
僧
侶
、
別

喧
嘩
す
る
狂
人
の
僧
侶
、
配
狂
人
と
屍
体
、
粥
露
出
狂
の
女
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
１
の
「
屍
体
を
食
う
狂
女
」
や
⑲
の
「
色
情

狂
の
女
」
、
師
の
「
行
水
す
る
女
達
」
な
ど
は
「
老
」
の
主
題
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
略
本
系
統
の
諸
本
に
も
共
通
し
て

伝
存
す
る
１
の
「
屍
体
を
食
う
狂
女
」
の
図
は
、
「
日
本
紀
略
」
の
天
徳
二
年
（
九
五
八
）
閏
七
月
九
日
の
条
に
見
ら
れ
る
「
有
一
狂
女
。
於
待

（
９
）

賢
門
前
取
死
人
頭
食
之
」
と
あ
る
と
こ
ろ
と
強
固
に
合
致
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
配
の
「
狂
人
と
屍
体
」
の
図
と
同
様
、
岡
田

（
２
）

靖
雄
も
指
摘
さ
れ
る
如
く
に
天
徳
二
年
当
時
の
飢
饅
と
流
行
病
に
よ
り
「
死
と
死
体
と
は
ま
さ
に
身
ぢ
か
に
こ
ろ
が
っ
て
い
た
」
時
期
の
様

子
が
活
写
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
荻
野
ら
は
鴨
長
明
の
「
方
丈
記
」
に
見
ら
れ
る
平
安
時
代
末

期
の
養
和
飢
饅
の
頃
の
こ
と
が
活
写
さ
れ
た
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
は
略
本
系
統
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
図
様
の

典
拠
・
素
材
と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
か
な
り
に
古
い
、
平
安
時
代
に
ま
で
遡
り
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
６
の
「
眼
疾
の
男
」
の
モ
チ
ー
フ
が
平
安
時
代
末
期
成
立
の
国
宝
病
草
紙
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
言
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。
し
か
る
に
こ
れ
が
広
本
系
統
の
諸
本
に
な
る
と
、
更
に
多
彩
な
図
様
や
症
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く

て
ん
が
う

（
即
）

る
。
そ
の
中
、
恥
の
「
炉
に
倒
れ
る
僧
侶
」
の
図
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
説
話
集
『
沙
石
集
」
の
中
の
「
顧
狂
の
病
有
る
男
」
の
話
に
典
拠
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
広
本
系
統
の
諸
本
の
増
補
・
成
立
も
そ
の
頃
に
既
に

行
わ
れ
始
め
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
略
本
系
統
諸
本
の
成
立
は
、
或
い
は
そ
れ
よ
り
以
前
に
ま
で
遡
り
得
る
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な

三
、
異
本
病
草
紙
の
成
立
と
典
拠
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い
。
そ
の
他
、
広
本
系
統
諸
本
に
は
皿
の
「
喧
嘩
す
る
狂
人
の
僧
侶
」
や
師
の
「
行
水
す
る
女
達
」
（
の
ぞ
き
）
、
又
一
部
の
写
本
に
し
か
伝
存

し
な
い
弱
の
「
乞
食
の
男
」
な
ど
、
必
ず
し
も
病
気
と
は
言
え
な
い
、
佐
野
の
言
う
「
尋
常
で
は
な
い
、
下
賤
な
素
材
」
中
心
の
風
俗
画
が

見
ら
れ
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
が
、
こ
こ
で
そ
れ
以
上
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
佐
野
も
指
摘
す
る
「
必
要
以
上
に
性
的

な
興
味
が
強
調
さ
れ
絵
画
化
さ
れ
」
た
、
「
猟
奇
的
な
図
様
」
が
こ
の
広
本
系
統
諸
本

に
は
数
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

・
燦
籠
蕊
蕊
蕊
灘
漂
蕊

図3

図4

で
あ
る
。
こ
の
広
本
系
統
諸
本
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
露
出
狂
の
症

例
が
多
い
こ
と
も
そ
の
大
き
な
特
徴

の
一
つ
で
あ
り
、
こ
こ
も
古
典
に
お

け
る
露
出
狂
の
症
例
と
し
て
極
め
て

珍
し
く
、
又
興
味
深
い
も
の
で
あ
る

と
言
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た

図
４
も
や
は
り
、
男
性
器
を
包
丁
で

切
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
ペ
ニ
ス

切
断
の
僧
侶
」
の
図
で
あ
る
が
、
更

に
京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
探
幽
縮
図

に
は
、
該
本
に
の
み
し
か
伝
存
し
な

い
「
露
出
狂
の
女
」
の
図
も
見
ら
れ
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て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
こ
で
は
女
の
露
出
狂
の
他
に
、
貧
困
や
乞
食
等
も
そ
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
第
二
類
本
で
は
鋤
の
「
布
を
裂
く
女
」
の
図
、
ま
た
第
三
類
本
で
は
蛆
の
「
色
情
狂
の
女
」
の
図
を
そ
れ
ぞ
れ
欠
い
て
い

る
が
、
こ
れ
は
、
探
幽
縮
図
で
は
そ
れ
ら
が
認
の
「
鼻
に
腫
瘍
の
あ
る
女
」
や
喝
の
「
下
痢
の
女
」
の
図
と
連
接
し
て
付
随
的
な
形
で
見
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
一
部
を
そ
れ
ら
の
諸
本
が
模
写
し
落
と
し
た
か
、
省
略
し
た
こ
と
に
よ
る
異
同
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
又

こ
れ
ら
の
広
本
系
統
諸
本
の
三
群
の
中
、
い
ず
れ
が
古
い
形
で
あ
る
か
を
考
量
す
る
に
、
配
で
狂
人
の
傍
ら
の
屍
体
を
略
本
系
統
と
同
様
に

有
し
、
元
来
、
大
き
な
一
図
の
昭
（
前
掲
図
１
）
の
左
右
半
分
ず
つ
を
別
々
の
配
列
順
序
の
中
に
位
置
さ
せ
て
い
る
第
二
類
本
が
早
い
形
で

鏡
ー

図5

図6

あ
り
、
そ
こ
か
ら
週
が
一
図
と
な
っ

て
妬
の
「
露
出
狂
の
女
」
の
図
が
増

補
さ
れ
な
が
ら
も
、
理
は
略
本
系
統

と
同
様
に
有
し
て
い
る
第
一
類
本

と
、
粥
は
欠
く
も
の
の
昭
が
や
は
り

大
き
な
一
図
で
あ
っ
て
、
躯
は
そ
の

屍
体
を
欠
い
て
い
る
第
三
類
本
と
に

分
れ
出
で
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と

考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
広
本
系
統

諸
本
の
図
様
・
症
例
が
い
か
な
る
典

拠
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
か

に
関
し
て
は
、
残
念
な
が
ら
未
だ
詳
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と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
新
撰
病
草
紙
の
成
立
年
代
と
さ
れ
る
嘉
永
三
年
二
八
五
○
）
前
後
の
江
戸
時
代
後
期
の
症
例
・
エ
ピ
ソ

ー
ド
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
広
本
系
統
諸
本
の
成
立
は
、
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
に
ま
で
下
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
各
症
例
も

図'7

稲W"可

撚涛
'･苛・･2．，．．．
撚涛
'･苛・･2．，．．．

錨錨

寺詩･顎；

図“
､-@｡･ﾛｰF-

’,~ざ-'’蜂-ず宕寸
一一ずずb,ふ

く.訓蓄･警b

図8

し
く
は
判
明
し
て
い
な
い
。
こ
の
中
、

「
必
要
以
上
に
性
的
な
興
味
が
強
調
さ

れ
絵
画
化
さ
れ
」
た
、
「
猟
奇
的
な
図
様
」

で
あ
る
露
出
狂
に
関
し
て
は
、
平
賀
源

内
こ
と
「
風
来
山
人
集
」
の
中
に
、
男

性
器
の
下
ネ
タ
ば
か
り
を
集
め
た
「
瘻

陰
隠
逸
伝
」
と
い
う
珍
奇
な
一
言
が
あ

り
、
或
い
は
そ
の
辺
り
の
当
時
の
ゴ
シ

ッ
プ
等
が
下
敷
き
と
さ
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
又
帥
の
「
陰
嚢
の
大
き

な
僧
侶
」
（
図
５
）
、
３
の
「
婦
人
病
の

女
」
（
図
６
）
、
肥
の
「
下
痢
の
女
」
の

図
は
そ
れ
ぞ
れ
新
撰
病
草
紙
の
中
の

「
陰
嚢
腫
瘤
」
（
図
７
）
、
「
子
宮
脱
」
（
図

８
）
、
「
老
人
性
失
禁
症
」
（
図
９
）
等
と

（
ｕ
）

同
様
の
図
様
・
主
題
で
あ
り
、
そ
の
こ
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枚
」
な
る
記
載
は
多
分
、
鎌
倉
期
頃
成
立
の
略
本
系
統
の
諸
本
に
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の

単
な
る
転
載
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
佐
野
の
言
う
よ
う
な
江
戸
時
代
中
後
期
の
時
点
で
の
枚
数
の
違
い
や
、
残
余
と
い
う
点
で
帳
尻
を
合
わ

せ
て
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ
こ
で
考
察
し
て
き
た
日
本
古
代
の
「
癩
狂
」
の
典
型

的
症
例
を
有
す
る
鎌
倉
期
頃
成
立
の
略
本
系
統
と
、
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
増
補
・
成
立
し
た
「
尋
常
で
は
な
い
、
下
賤
な
素
材
」
中
心
の

図9

厳
密
な
「
瀧
狂
」
の
症
例
と
言
う
よ
り
む
し
ろ
、
佐
野
の
言
う
「
猟
奇
的
な
図
様
」
や
、

「
必
要
以
上
に
性
的
な
興
味
が
強
調
さ
れ
絵
画
化
さ
れ
」
た
「
尋
常
で
は
な
い
、
下
賤
な
素

材
」
中
心
の
、
「
多
様
な
人
間
の
実
相
が
織
り
だ
さ
」
れ
ん
こ
と
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
又
そ
の
意
味
で
は
こ
の
異
本
病
草
紙
の
諸
本
は
、

佐
野
の
言
う
「
病
の
多
様
性
に
対
す
る
興
味
」
を
主
体
と
し
つ
つ
も
日
本
古
代
の
「
痛
狂
」

の
典
型
的
症
例
も
有
す
る
、
杏
雨
書
屋
本
を
原
本
と
す
る
鎌
倉
期
頃
成
立
の
略
本
系
統
と
、

江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
増
補
さ
れ
、
成
立
し
た
「
尋
常
で
は
な
い
、
下
賤
な
素
材
」
中
心

の
広
本
系
統
諸
本
と
い
う
、
い
わ
ば
成
立
・
構
成
論
と
連
繋
し
た
系
統
分
類
論
が
可
能
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
く
佐
野
が
広
本
系
統
第
二
類
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
本

や
為
恭
本
識
語
に
見
ら
れ
る
寛
文
九
年
時
に
「
模
写
の
際
、
三
十
数
図
で
あ
っ
た
異
本
病

草
紙
は
」
、
松
井
本
に
見
ら
れ
る
「
安
永
九
年
に
光
貞
が
極
言
を
記
し
た
時
に
は
十
七
図
に

な
っ
て
い
た
」
（
松
井
本
に
は
安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
の
識
語
と
「
異
疾
之
図
十
七
枚
」
の
記

載
が
あ
る
）
、
又
略
本
系
統
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
「
享
和
四
年
に
光
貞
が
目
に
し
た
「
異
疾

之
図
十
七
枚
」
は
残
り
の
図
様
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
」
と
言
わ
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
は
、
な
お
一
考
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
松
井
本
の
「
異
疾
之
図
十
七
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以
上
、
本
稿
で
は
異
本
病
草
紙
の
伝
本
に
つ
き
、
そ
の
文
献
学
的
な
考
察
と
系
統
分
類
論
を
試
み
て
き
た
。
本
研
究
が
異
本
病
草
紙
の
精

神
医
学
史
的
意
味
を
更
に
考
究
す
る
よ
す
が
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
以
上
で
筆
を
摺
く
こ
と
に
し
た
い
。

広
本
系
統
諸
本
と
い
う
、
成
立
系
統
論
的
差
異
や
、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
症
例
の
断
層
を
見
る
方
が
、
精
神
医
学
史
資
料
と
し
て
の
異
本
病

草
紙
を
考
え
る
上
に
は
よ
り
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
７
）
宗
田
一
は
「
江
戸
期
以
前
に
遡
る
古
模
本
」
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
が
、
京
都
の
某
鑑
定
家
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
鑑
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
８
）
以
下
、
図
２
を
除
く
図
６
ま
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
９
）
「
日
本
紀
略
』
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
十
一
巻
、
七
三
頁
、
国
史
大
系
刊
行
会
、
東
京
、
一
九
六
五

（
皿
）
「
沙
石
集
」
上
巻
、
岩
波
文
庫
、
一
○
八
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
九
七
。
な
お
「
こ
の
病
は
、
火
の
辺
、
水
の
辺
、
人
の
多
か
る
中
に
し

て
発
る
心
う
き
病
な
り
」
と
あ
る
。

（
ｕ
）
以
下
、
図
９
ま
で
は
日
本
医
史
学
会
編
「
図
録
日
本
医
事
文
化
史
料
集
成
』
第
一
巻
、
一
七
七
～
一
九
三
頁
（
三
一
書
房
、
東
京
、
一
九
七
八
）

所
収
の
図
版
に
よ
る
。
（
岐
阜
大
学
医
学
部
）

（
４
）
佐
野
み
ど
り
『
風
流
造

（
５
）
荻
野
篤
彦
、
服
部
瑛
「

（
６
）
唐
澤
至
朗
、
服
部
瑛
「

～
一
二
六
頁
、
一
九
九
九

参
考
文
献
・
注

（
１
）
岡
田
靖
雄
「
日
本
の
精
神
科
医
療
史
ノ
ー
ト

（
２
）
岡
田
靖
雄
「
日
本
の
精
神
科
医
療
史
ノ
ー
ト

（
３
）
宗
田
一
「
「
異
本
病
草
紙
』
の
古
模
本
」
第

四
、
お
わ
り
に

Ｈ
本
の
精
神
科
医
療
史
ノ
ー
ト
（
２
こ
「
最
新
精
神
医
学
』
四
巻
二
号
、
一
九
五
～
二
○
○
頁
、
一
九
九
九

日
本
の
精
神
科
医
療
史
ノ
ー
ト
（
３
）
」
『
最
新
精
神
医
学
」
四
巻
三
号
、
三
○
七
～
三
一
二
頁
、
一
九
九
九

本
病
草
紙
』
の
古
模
本
」
第
一
八
回
杏
雨
書
屋
特
別
展
示
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
一
九
八
六

『
風
流
造
形
物
語
日
本
美
術
の
構
造
と
様
態
」
、
五
一
九
～
六
○
二
頁
、
ス
カ
イ
ド
ア
、
東
京
、
一
九
九
七

叫
部
瑛
弓
異
本
病
草
紙
」
に
つ
い
て
」
『
皮
膚
病
診
療
』
一
二
巻
八
号
、
七
五
一
～
七
五
九
頁
、
一
九
九
九

坐
部
瑛
「
錦
小
路
家
本
『
異
本
病
草
紙
』
の
制
作
、
流
布
の
史
的
背
景
」
『
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
』
二
○
巻
一

号
、
一
○
七
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畠
冒
庁
彦
耐
の
計
匡
旦
顎
庁
壷
の
哺
○
民
‐
員
〕
ｍ
ご
○
ご
“
ご
Ｑ
庁
①
×
庁
の
ロ
ロ
ロ
ロ
①
○
玲
目
琴
○
苫
尺
冒
苓
ミ
『
‐
葛
？
の
。
②
吾
一
四
局
①
口
）
口
望
。
①
計
①
具
岸
耐
【
○
宮
口
Ｑ

庁
｝
］
”
奇
行
画
①
ぐ
四
国
四
口
計
庁
①
×
庁
の
○
四
口
一
〕
①
ロ
ー
く
一
・
①
。
目
邑
奇
○
庁
湧
別
（
）
○
四
庁
①
”
○
国
①
の
》
堅
〕
○
吋
‐
庁
四
国
・
一
（
）
ご
”
》
庁
画
①
【
○
門
口
〕
①
局
Ｑ
①
の
○
国
す
］
ロ
函

目
“
旨
辱
昏
①
討
苫
‐
ご
ｏ
・
閉
朋
ご
豆
８
－
９
四
月
］
の
貝
言
冨
口
冨
さ
Ｒ
①
吾
の
【
四
国
四
百
国
Ｒ
国
（
己
四
目
芽
巴
鼬
詳
閏

冒
の
盲
＆
域
侭
庁
｝
５
ｍ
陣
亘
の
巴
四
国
ロ
ぐ
こ
億
回
門
‐
の
四
の
①
の
○
命
計
彦
①
同
Ｑ
ｏ
ｐ
ｇ
Ｈ
Ｃ
Ｑ
弓
冨
ｏ
ゴ
ミ
①
Ｈ
①
ｍ
ｑ
Ｑ
①
Ｑ
匿
訂
Ｈ
・
甸
○
計
で
四
昇
○
｛
庁
ゴ
①

庁
①
×
庁
印
）
庁
彦
①
の
（
）
吋
門
①
の
己
（
）
ロ
・
白
ｐ
ｍ
ｍ
Ｏ
こ
【
，
の
①
庁
①
×
庁
の
昇
昌
①
Ｈ
①
帛
○
匡
口
・
庁
ゴ
間
．
○
こ
い
ロ
庁
ロ
①
す
〕
ず
】
］
Ｏ
ｍ
Ｈ
ｍ
ロ
ゴ
一
○
門
①
の
①
四
吋
○
一
〕
・

弓
ぽ
い
翼
一
己
昌
匡
胴
匡
億
三
印
号
①
ぐ
里
巨
①
尽
尋
ｏ
苫
園
曹
苫
ｓ
‐
苫
？
の
房
萱
四
⑱
凹
吊
瓜
臼
２
５
①
肘
〆
庁
さ
叶
菩
①
匡
牌
Ｏ
Ｒ
月
巴

の
弄
巨
・
ぐ
（
島
ロ
の
閨
の
可
］
四
計
尉
ぐ
．く

自
学
〕
①
問
①
四
【
⑦

○
○
口
の
］
Ｑ
①
Ｒ
①
Ｑ
庁
○

，
四
一
目
吋
己
．
西
。

計
①
×
詳
芦
ご
○
①
庁
凹
竺

胃
⑦
“
ず
○
匡
庁
司
岸
①
Ｑ
〕
ぐ
四
国
閏
詳
計
①
〆
庁
の
○
開
園
宮
電
令
邑
《
‐
苫
？
の
○
の
苫
、
（
畠
寄
Ｃ
苫
】
野
ご
令
邑
《
‐
葛
や
の
。
吻
吾
ご
》
君
｛
〕
胃
壷
尉

｝
言
）
画
四
ぐ
①
す
①
の
口
○
コ
”
言
巴
辱
の
○
日
且
庁
・
冒
号
①
冨
討
国
①
国
ロ
ロ
閏
ご
口
（
匿
詳
臼
画
四
犀
ａ
ｓ
の
菖
吊
【
号

帛
当
（
）
昇
暑
の
ぐ
①
胃
‘
》
【
①
づ
ゞ
・
厨
○
こ
め
四
（
）
国
の
｝
〕
い
く
①
①
ぐ
①
吋
画
。
。
儲
①
の
印
①
竺
匡
］
①
ジ
Ｎ
○
局
天
）
の
す
〕
ご
匡
○
胆
吋
四
つ
岸
〕
雲
【
○
吋
蔑
国
四
斤
〕
（
）
口
（
）
］
、

①
自
守
写
①
白
⑦
瞬
詳
①
開
国
琴
。
冨
閨
宮
『
冨
負
予
言
ｃ
‐
ぬ
。
⑰
岑
乱

昌
○
の
面
胃
○
国
シ
国
醇
の
西
胃


